
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　8701020002KK/20090403

( 科目コード：8701020002KK)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】生物学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・2 年次
【担当教員】

林 倶子

【授業目標・教育方針】
・生物の個体および細胞の成り立ちについて知識があること
・現在の地球上には多種多様な生物が存在しているが、その本質は共通していることを理解する
・ヒトも生物の一員として他の生物と深いかかわりを持つことを自覚する

【授業概要】
・前半は原核細胞から真核細胞へ、単細胞から多細胞への進化の道筋、動物と植物の関係などについて学ぶ。細胞分
裂、発生過程など、細胞の活動の様子はビデオの映像を通して理解する。
・後半は体細胞と生殖細胞の違い、遺伝の法則、変異等について学ぶ。また、細胞がどのようにして組織化され、統
合されて個体を造っているかを理解する。生命を個体および細胞レベルで考え、生命を分子レベルで扱う「生化学」
へとつなげる。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：太田次郎著：「細胞から見た生物学」裳華房
参考書：「図表生物」浜島書店

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
細胞分裂等の映像を見る機会をつくる。

【メッセージ】
・授業を休まないこと
・ノートをしっかりとること
・疑問点はその場で質問すること

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：生物学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 序論 生物の特性、生物学で何を学ぶか
第 2 回 進化の道筋 化学進化、細胞の起源、生物進化
第 3 回 分類 原核生物と真核生物、ホイタッカーの５界説など
第 4 回 系統樹 進化の道筋にしたがって類縁関係をたどり生物を分類

する
第 5 回 生命の単位 ウイルス、単細胞生物、多細胞生物
第 6 回 細胞小器官 細胞小器官の種類とはたらき
第 7 回 細胞小器官 細胞小器官を構成する生体高分子
第 8 回 前期中間試験
第 9 回 細胞・組織 細胞の分化と組織化
第 10 回 生物の活動

光合成
同化と異化およびＡＴＰ

第 11 回 生物の活動 独立栄養と従属栄養
第 12 回 光合成 太陽光エネルギーから化学結合エネルギーへの変換
第 13 回 呼吸 外呼吸と細胞内呼吸 レポート
第 14 回 ビデオ 細胞分裂、発生過程など、活動する細胞の映像
第 15 回 まとめ 前期のまとめ、質疑応答
第 16 回 配偶子形成 体細胞と生殖細胞、体細胞分裂と減数分裂
第 17 回 受精 動物の受精、植物の受精、されぞれの特徴
第 18 回 遺伝の法則 なぜメンデルは遺伝の法則を見つけることができたの

か
第 19 回 種々の遺伝 不完全優性、致死遺伝子、複対立遺伝子など
第 20 回 連鎖・組換え 染色体上の遺伝子の連鎖および組換え
第 21 回 性と遺伝 性の決定，伴性遺伝、限性遺伝
第 22 回 後期中間試験
第 23 回 変異 突然変異と環境変異、変異が起こる原因
第 24 回 消化と吸収 従属栄養生物の栄養の取り入れ方
第 25 回 循環と排泄 血液による栄養素の運搬、老廃物の排泄 レポート
第 26 回 血液 血液の組成、緩衝作用
第 27 回 興奮の伝達 受容器と効果器、中枢神経、精子電位と活動電位
第 28 回 神経系 ニューロン、シナップス、中枢神経と末梢神経
第 29 回 内分泌系 主要内分泌腺とホルモン

第 30 回
生物と環境 生物の分布と環境、生態系の平衡
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